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に値するものであったかも知れない。10月 2

日の答申の際には、ＰＨＷのサムス局長に対

し、鍼灸治療の効果とその理由を科学的根拠

に基づいて説明し、「東洋医学も確立された

医学であり、将来、東西両方の医学が融合

すれば、『真の医学』が誕生することを確信

している」と述べている。 

当時、ＧＨＱに問題視された鍼灸を存続さ

せるために、西洋医学の枠にはめ込もうとす

る動きがあったが、板倉博士は、「鍼灸は東

洋医学の治療法のひとつであり、その東洋医

学には西洋医学にない素晴らしさがある」と

し、「医学が発展するためには東洋医学と西

洋医学の枠を超え、お互いを融合させること

が必要である」と考えていたのである。医師

であるサムス局長もこの理念に賛同し、板倉

博士に握手を求め、「医学の発展のために今

後も研究を続けて欲しい」という希望を伝え

ている。 

東西医学融合による「真の医学」の誕生を

切望した板倉博士の言葉は、いつの時代にも

通じる言葉である。 

 ＧＨＱ旋風は、前近代的とされた日本鍼灸

を生まれ変わらせる「起爆剤」となり、現代

の日本鍼灸の「原点」となった。もしも当時、

業界が高い意識を持って鍼灸の改革を実行し

なかったら、身分法の制定は実現されず、現

在のような日本鍼灸の姿を見ることはできな

かったであろう。 

 ＧＨＱ旋風は単なる歴史的事実ではない。

現代の日本鍼灸の姿を知る手がかりであり、

その姿を知ることは日本鍼灸を発展させ、未

来に継承することにもつながる。法律の改正、

教育制度の改革、鍼灸師の資質向上、そして

鍼灸治療の安全性向上・科学的根拠の証明な

ど、ＧＨＱ旋風当時と同様の難問が山積する

今、ＧＨＱ旋風について考える必要があるの

ではないだろうか。そして、当時のように業

界が一致団結して、それらの難問に取り組め

ば、きっと解決への道が開かれるのではない

だろうか。 
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